
令和７年度「魅力ある学校・学級作り」事業 取組レポート 

「なりたい自分になる」ために  

～ポジィティブ行動支援の（PBS）の先に見える学力向上～ 
夜久野学園 福知山市立夜久野小学校  

      福知山市立夜久野中学校  

１ 研究目的 

 あらゆる教育活動でポジティブ行動支援（PBS：Positive Behavior Support）の視点を取り

入れた手立てを工夫し、児童生徒の自己肯定感の向上や学級内の好ましい人間関係の構築を図

ることにより、児童生徒が確かな学力の獲得に向けて主体的に学習に取り組む態度を身に付け

ることができるようにする。 
 
２ 具体的取組 

(1) 講習  「ペップトーク講習会」全２回【４月 28 日（月）、８月 21 日（木）】 

       講師  大阪市立住吉小学校 教諭 兼松 朋子 様   

 (2) 講義  「ポジティブ行動支援（PBS）を取り入れた学習指導」【11 月 27 日（木）】 

       講師  京都教育大学 教育学部 発達障害学科 准教授 佐藤 美幸 様 

(3) 授業研究会（事後の研究協議）各学期１回  

第１回 中学校２年理科【７月 16日（水）】 

第２回 小学校５年算数【12 月３日（水）】 

第３回 小学校４年算数【１月 27日（火）】 

 (4) 特別活動「アドジャンタイム」 

安心して学べる集団作りを進めるため、隔週月曜日の給食後 10 分間、自分の思いを発信し

たり、他者の考えを肯定的に受け止めたりするコミュニケーション活動に全校で取り組む。 
 
３ 研究成果 

○ 全児童生徒の 95％以上が、「学級の仲間は自分のことを分かってくれている」や「先生は自

分のことを分かってくれている」と２学期末アンケートに回答しており、特に心理的安全性

の確保について成果が見られた。 

○ 小学校５・６年生及び中学校１・２年生では、令和７年 12 月実施のベネッセ総合学力調査

の結果が、国語と算数・数学のいずれも全国の平均正答率を上回る結果となった。 

○ ２学期末に実施した教員対象アンケートでは、ほぼ全員が『PBS の視点を取り入れた手立て

を行う際に「ペップトーク」を意識している』と回答した。 

○ 昨年度作成した「ポジティブ行動マ

トリクス」を主体的・対話的で深い学

びの実現を目指した指標へと改善を図

り、各教科等の授業において「インプ

ット→アウトプット→フィードバッ

ク」という「夜久野式学習過程」を設

定したうえで、PBS の視点を取り入れた

手立てについて全教職員で共通確認を

行うことができた。 
 
４ 次年度への課題 

 ▲ 全ての児童生徒が、「学級の中で自分の思いを安心して発言することができる」や「苦手な

ことにも逃げずに挑戦している」と答えられるよう、子どもたちが自尊感情を高めることが

できるように教員が言葉かけを工夫するなど、さらなる支援の充実が必要である。 

▲ 一層の学力向上のためには、各教科等で必要な資質・能力が身に付くような手立てを PBS

の視点を取り入れて具体的に行い、児童生徒自らが望ましい学びを実現できるようにする。 


